


このたびは、コ□ナ石ミ由ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 
正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後をお使いになるちびい 
つでを見られる巧に「保証書 J となに大切に保 
管しでください。 
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ご自身での媳付け-移設工事の厳禁 


お客様ご自身による工事は危険 
でず。 

据巧けエ擊は販売店や尋門業害 
にご依頼くださレ。（スIブ 
を移設させる場をち同じです。） 


、で惡るぶね?^ 



給排気筒(管-ホ-"ス)外れ危険 

給排気筒（管-ホース）び 口 

外れたまま使巧しないでく 

ださい。 ：□ 与 

外れでいると選黯中に排ガ 

スび室のに漏れで、危険で -片-/杉 

す。 



給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トツプには、をよけの ~Iの 庐 
ためのを網などは巧けないでく •=^夕 I X 
ださし、。 

給排気の妨げじなり、異常燃焼 

を起こし排ガスび室内し;廣れる // /^^ fijfsrrymia 

巧能性びあり危険です。 



スプレー吿厳禁 广 

スプレー定ゃ力它ットこん ///■$). 

ろ巧ボンベなどを溫風のあパ/#非 
たるところに放置しないで刮亨みし、 
ください。 ^ 

熱で生の圧力が上がり、爆発しで危険です。 





温風欧出□をふさがない 

巧類、紙などで温風吹出□や 
空気取入□をふさびないでく 
ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、义がの原因になります。 




ガソリン厳禁 

ガソリンなど握発性の高い油は、絶巧に使巧しないでください。 
乂災の原因になります。 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや化の人々への危喜や財産へ 
の損害を末然に防止するために、いろいろな給表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。内容 


をよく理解しでから本でをお読みください: 






この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死 t 、 重瘍を負ラを挨 
または义がの危睽び差しをっでちじる 
ことが想定される內容を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び巧 C 、 靈鷹を負ラ可能 
性または义巧の可能性が想定されるの 
客を示しでいます。 — 

この表示を無視しで、誤ったおり扱い 
をすると、人か‘傷喜を負ラ巧能なや物 
的損喜の発生が想定されるの容ををし 
でいます。 



絵表示の例 

A 記号はを意を促す巧容びあることを告げるちのでず。 
図の中に具巧的なミ主意巧客（左図の場含は一艘的なを 
意）び描かれでいます。 

の記号は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中やお傍に具が的な冀止の客（左図の場含はガソ 
リン禁止）び描かれでいまず。 

缠記号は巧為を指示するの客を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示巧客(左図の場合は一般的な巧 
為の指示）び揺かれでいます。 


0 
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夕义 


油漏れ確認 

給;'巧□は確実にしめでください。 

給油□を下にしで、油漏れか’ないこ 
とを確かめでください。 

給油□び確実にしまっていないと簡 
単に開いで、义災の原因になります。 



をれを 


異常畴傻用禁止 

巧一異常を感じたとぎは、使巧し 
な'、で/ドゴい 
巽営燃焼のおそれびあります。 
すみやかに還敲ボタンを「の J に 
しでください。 
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改造傻用の禁止 

改造して使巧しないでください。また、ストー 
フ''本体や給排気筒には巧暖房巧の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

义災や排ガスか t 室のに漏れる原因となり危険です。 




好油の保管 醜 

な油は、义気、雨か、ごみ、高温および直射曰光 MM 
をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使巧すると異常燃焼や乂災のおそれびあります。 


据付け上のミ主意 / rf \ 

(©お客様ご自身によるエ壽は危険です。 I k J 

据付け工事や移設エ雪は、必すお買い求めの 
販売店に依顯してください。 

變ストーブおよび給排気筒の据付けについでは义災予防 
条例、6油燃焼機器の設置薑華による規制か‘ありますの 
で、これに従って据付けでください。 

® ストーブの固定は、本が固定ま員などで、摇実に固定し 
でください。 



適風に直接资た S ない偽 

温風に直接長時間あたらない 
で < ださし、 

ほ温やけどク齡翻かこなる 

おそれびあります。 、 0 ^ 

© 特にお寺樣やおを養り、体の不自をなちび傍われるときは、 
周團の人び十分を慰しでください。 

⑩巧類などを乾燥した場含、素巧じよつではをあせすること 
びあります。 


高温部撥触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹 
出口、給排気筒トップに字な 
どふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 





長期閨使用しないとさは電源プラグを振く 

長期間使巧しないときは、電源ブラヴを抜いで 
ぐ尸^さい。 

义ぶや予想しない雲故の原因になります。 


電源の接続 

•電源は適正配線された単す目10 0 V のコンたント {( X)j 
じ1外は使巧しないでください。 

発熱-発乂の原因になります。 

•霉源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧- 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

発熱-黃义の原因になります。 



変質な油禁止 

変質な油（持ち越したなミお)、不純灯ミをけ了ミ宙 urn I xl 
の油ごみび混入したな油など）を使巧しない 
でください。異當燃焼や故障のおそれか’あります。 


フィルタを外しての運蘭禁止 

ファンフィルタを外した状態で還颠しますと、1\,| 
カーテンなどを巻きこんで义がになるおそれび 
あります。 

またをなどふれるとけびをするおそれびあります。 


ルさいお寺様のいるご家庭では、特に法题しでくださし、。 


電源プラグは曜寞に養しこむ 

霞源プラグはコンたントに根元 
まで確実に達しこんでください。 

(また、傷んだブラグやゆるんだ 

コンたントは使巧しないでくだ を)^^ 

さい。）义災の原因になります。 

めれたをでのあさ差しはしない ' 

でください。感電の原茵になります。 


電源プラグのおを入れをずる 

ときどきは電源プラヴを抜き、ほこり（および 
金属物)を除去しでください。 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり） 
义災の原因になります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブびを 
あすることびあります。 

また、かが内部に入ると、感電、义災、故障の 
原因になりまず。 


給緋気筒が近の可燃鞠近接禁止 







給排気筒トップの近くに、 
な油や巧燃物など引义の 
おそれのあるちのを置か 
ないでください。 

义巧のおそれがあります。 


指や異鞠を入れない 

温風吹お□や空気巧入□などに指や冥物を入れ 
ないで < ださい。 

けびや义がの原因になります。 


居室巧給油禁止 

給油は、必す乂の気のないところでおこなつで 
<ださい。 

乂おのおそれびあります。 

















瞧幽 


MiiBffnam 


窓の下や鹽画に證霞 

雜が氯に接する窓の下や壁面に置くと、ち気 
びストーブで暖められ、湿風としで巧流し 
ますので効果のです。 



溫風の循戀屬媳ば®い 

參温風吹お□の前面に障害物を置かないでください。 


©障喜物びあると、部屋の温 
度にむらができるばかりで 
なく、本体の温度が上昇し 
で危険です。 


戀温風吹出□側の空間を広くと 
れる場所を還んでください。 



雅マントルピースなどには 
据イすけないでください。 


を火 


修標高び1500 m を超える高地では使巧しな 
いでください。（空気の濃度か 11いため、 
燃焼し必叟な空気び不足します。） 

高地で使巧ずる場含は調藝か‘必費です。_ 
(詳しくは、工事説明書の （ 高地または延 
長配管で使诏の場合：)をご覧ください。） 


錐温室、飼育室、乾燥室など 
では絶巧に使巧しないでく 
ださい。 




お願い （NOT 


な油の廃棄 

な油の廃棄処分は、ななをお貫いホめになった販売店に 
ご相談ください。 


高温部（やけど）にミ主意 

燃焼中や消义直後は、高温部(ブリルの周のなど)、排気筒(煙突、排気筒トップ、給排気筒トップ)にをなど 
ふれないでください。やけどのおそれびあります。 



カーテン、可燃物お接禁止 


力ーテンや燃えやすいちの / ] /が A V 、 

をおつ*けないでください。^^ 

總望発ちする織びぁ顧ら巧 T 

却燃物°との！ M 離につい * * 

では、標華据側 li ( G 矿21ぺージ)を参照しでください。 


分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧し 
ないで < ださい。 

不完をな修理は、危険です。 
お買いずめの販売店に修理 
を依頼してください。 




給油畴消义 

給油は、必す消义しでか 
らおこなつでください。 
こぼれた灯;'をはよくふさ 
取つでください。 

义ぶのおそれがあります。 





I 冷巧は、\ 
消火後^ 
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【が)）表示のある慣目はアラ…ムが3◎鳴ります。 


給潮ランプ 




給油タンクの灯姐びかなくなりました。旱めに給莊しでください。 


遅い点滅 （(W)) 給ミをタンクのな巧び更にかなくなりました。給ミ由しでください。 


早い点滅みゅり）ミ由抑れで白動消义（遷輯ランプを旱い点滅） 




( 厮 S ページ） 


關鐵スイツず 


時計をせ 

時計を合わせるとぎにの換えます。 

時 

計 

時刻、タイマー時刻を合わせた後 
に切換えます。 

則7— 

□ii 

タイマー時刻を合わせるとぎにの 
換えます。 


ご11ぺージ） 


豪巧測換を-- 


温度表巧-時計表示をの換えるときに}申します。 


臟赛壞を滅鐘獨壤證 



2…ブボタン(じーブランプ鑽周)□ツクがタン 


たーブ還敲の它ット-解除をするときチャイルド〇ック 
に巧します。 のじット-解除を 

ゎ_ブ債舌ち中 9-0^ と Cl し 巧しま 

(じ—ブ消乂中ち点な） 


二10ぺージ） 


還親ボタン(還歸ランプ鑛罔) 


点义.消义するときにがします。 


13ぺージ） 


と icf 

点 减 

ず熱中（予熱完3後白動点义） 

点 な 

燃焼中 

草い点滅 み。、)) 

何かの原因で自動消火 


10 -12ぺージ） 




illillllllll 


同時ず錦 


I 綱圓 1 
teippi 

hIMI 

HHMi 


卜 'L こご亡巧弓 I 

タイマー含せ; 


FF - G 506 Y 


^給油】 


驗陪3 
3巧け J 


聲ミ爾牌た識巧..，巧が呵^^^^ 


I II [] 


琴がを澤轉％載孤鄭累巧軍鱗曆課 IPPfl 釋を龄画 f 擊 


激遽点火夺 一( 妙綾点义ランプ簾周） 


妙遠点义のたット-解除をするとさに巧します。 


秒速点义びでぎます。 


二9ぺージ） 


おやすみおはぶラを… 


おやすみ^おはよラタイマー還韶をじットすると 
含に巧します。 

おやすみ^おはよラタイマー遲霜をじットずると、 
おやすみランプとおはよラランプび同時に点巧し 
ます。 （ty 12ぺージ） 


弱還颤キ ー( 弱獲窥ミンブ簾用） 


弱還範のじット-解陈をするときじ巧します。 


弱還敲中 


二10ぺージ） 


おはぶラがタン(おはよラランプ兼用） 


おはよラタイマー遲極のたットをするとぎに巧します。 


おはよラタイマー還窗待機中 


ご12ベージ） 


瞬計/タイマー含せがタン 

湿廣調節がタン 

現な時刻とタイマー時刻をちわせ 
るときに押します。 

設定温度を変えるとさに 
巧します。 



温度を下げる 


温度を上げる 


9ベージ） 


おやずみを一(おやずあランプ兼周） 


おやすみタイマー還韶の它ット-辭除をするときにがします。 


点な 1時間遲韶後白劃消义 


12ぺージ） 































































































顧 


H 温度点な（漏度表示） 

左側：設定温度表示 （12 で〜30で） 

(ホたットの爆合、自動のに22でに它ットされでいます。） 
る側：室の温廈表示 


^ 誕定混庭 室巧温度 

獻 ，皿陪 ■;= . … . . 吗 、 n 

〇かが！ J J 〇 I J 

〇罕肖リ / Jo [ ^タタ 


〇み總 


圆午前または、午後点な（時刻表示） 

H 時計勤作コロン点滅 

左側：時 ち側：分 （例）午前8時30分 

麵切換スイッチを「タイマー含せ J にすると、タイマーじット時刻を 
表示します。（未じットの場含、タイマー時刻は自動的に午前6:00 
じじットされでいまず。時計劃作コ□ンは消な） 


〇湿廣 


設定還度 證巧温廈 


r 一 / i^SeaSTf 

け一 い ◎ い 

ザ扫 J Li ◎ ^ Li；c 

/ T " /« .. '之 J a 々 A 


〇 潑 


圆 £ f 点な 

停電後再適電（ストーブ運範中または、ポット昇温時) 


〇 ク因 

/迦|送 


設定温度 室の温度 


一 /皿似 /-^ ) /-= ~ r ^ T ' 

〇を前 トト 


〇午撥 


圆----点な 

電源プラヴをコンたントに達しこんだとき（時刻の未じツト) 
停電後再通電（ストーブ停止中または、ポット冷却時） 


〇温度 


設定温度 室巧湿度 


№1 IK f -\ ( -\ 

〇 

午削 胃„ 0 •胃 


〇を媛 


表示点な：チャイルドロックのたツト表示 


〇湿廣 
〇午削 
〇を綾 


設定温厦 量巧温廈 

。「广ぶ 

—I 〇 [L L 


圓（例 ） f S 表示：巧震白動消乂装置の作動 
再度、点乂操作をしでください。 

(恩^その他の f 表示は17ページ） 


〇温廬 


設定溫慶 窒肉温廣 


'皿 * な f 〇 * を'"***" 々 lamf '' 

〇す前 〇 厂^ 


〇午變 


m OFF 表示 

おやすみタイマー終3後の停止表示 


〇攝慶 


設定湿度 室内温慶 


圃-^ / — 广 . 

午前 I y) 。 If r 


〇午蠻 


表示点滅：弱糧觀中に温度調節ボタンを巧したとぎ 


〇温度 


設定湿度 裏の温度 


一 /皿 f な f -- /-\ 

I 〇 

〇が前 t a 呵 

十目]1し UJ 。し 


〇午綾 


操作部 • 表示部 


ミ主）イラストは説明のため全部点な-表示したが態です。 


















WJ 


燃縛は必ず'な溜 (J 旧 1 暑な適)を傻阐しでください。 

爆 I A 危険 I ガソリンなどの擇発性の高い油は絶巧に I 
使巧しないでください。义災の原因になります。 ^ 

◎ 愛質な油、不純なミをなどは絶巧に使巧し ( 

ないで < ださい。 ' 

@ 1 A ミま意 I 巧'油は必ず义気-雨水-ごみ-高温およ ( 
び直射曰おをさけた場所に保管しでください。 ^ 

ガソリンなどと一猎に保管しないでください。 

誤って使巧ずると冥常燃焼や义災のおそれびあります。 


Q 



昨 シー スンよ 
り持ち越しの 
な油 


長期間曰がに 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
な管した巧ミを 



!がに 客器のふたび 化-ごみや ：) a 

が温 開げごあったり、油ながの';をび 

、巧に 乳白色のポリ ほんのねすか 

:巧ミ由 容器で保管し でち混入した 

り議りり 


f 倭 恐 A 
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巧.ごみ.ガソリン¬ 
い^^ 擺迪-微惊巧- 
てんぶら巧… 


雜極度に愛質したちのは、黃色畴びかったり、すっぱいにおいびします。 
•必ずな巧巧のポリタンクをお使いください。 

雜な油はシーズン中に使いきりましよラ。 


指先に燃料をつけ、悬をふきかけます。 
(义の気のない所でおこなつでください。） 


X jm 


^な巧はめれたまま J jy ソリンはすぐ乾く 一 

圏変質な油や不純な油を使用ずると、 
機器の故障の原因に なりまず。 

©'莊の程度じをよりますび、燃烧不良をおこし 
たり、ストーブの損傷を草め、お障の原因に 
なります。 

•水やごみが送巧経路内に流れこみ、燃燒不良 
や着义不良の原因になります。 


■変質な油や不純な油を俊馬したとをは… 
©給油-固定タンク巧の灯猫を抜ぎ、給巧夕 
ジクはきれがな灯油で2ぶ3◎洗うてれら 
傍用しでください。 

(恵い巧び務つでいると腎発します。） 

•黒い巧をおきどってち効累のないとぎは、 
お買い求めの販壳店または、おおくのコ□ナ 
お客樣ごす目談窓 □ にご遭絡ください。 


雜変質な湖、不純口細か’原因で修理を依頼されたときは、保證期間审でを保證の巧象がとなります。 
雜変質灯油の処理でお困りの場合は、巧油をお賣い求めの販売店にご键談ください。 


修[么ミを意]!給油は必ず消乂しでから义の気のないところでおこなつでください。火災のおそれが'あります。 

じ'..'.:.'.'..'..'.： . I 


2. 繪勉する 

•巧販の給油ポンプなどを使巧しで、 仿 

油麗計を見なびらお油しでください。^ fccfn 

® 巧曇計の半分くらいまで色び変わつへゾ 
たら、給;'由をやめでください。 ii \ ( 


賺斑の手順 d 


. 繪涵タンクを顯りおし、給湖□を關く 


@才ープンつまみを強く弓 I いで、 
給ミ由□を開いでください。 


©おける 


燃燒审は給がじ給溢タンク 
を取0出さないで < ださい。 
給-油タンクは、ぶつけたり 
落としたりしないよラ、で 
し、ねいに取り汲つでくださし、。 


イー ソ‘ソ 

つまみ 


な猫び泡靈計のところまで入ってぐると、 


①強く引く 


3.繪油□をし锭る ⑩給 

® [ A を意 I 給'沿□は、歷実に「パチン J と音がする 
まで図の位置を強く巧しで歷寞に□ックし、先端 
を指で持ち上げで開かないことを擔かめでください。 

給油□を下にしで、进混れびないことを礎かめでから、ス I 
ブに正しく静かに入れでください。固をタンクや給;由タンクに 
強い衝撃をあたえると、ミを漏れや故障 
の原聞になります。 ° ' FI 

m を意 I 繪油□び歷実にしまってつ——广 
いないとな巧がこぼれで、乂災の g 

原因になります。 1. 

戀給油□の巧部などに、ごみなどびはさ 
まっている揚含は取り徐いでください。 三呈7 


黑色に変わつできます。 結う 

©給’油□に力を邮えで変 
おさせますと、油漏れ \ f §/ 
の原因になりますので、 

挪させないでください。遊 
⑩給汹ポンプのホースび r 
抜けないよラを屬してください 


力を加をる 




適歷 iii 疆- 


①51契にロック吟③ロックの歷認 

r パチン J と富がす「持ち上げる 
巧しで 

強< 巧す I ; 

パ爆/給'迪□をしめたおと、 
先谎を指で持ち上け、 
P 翁ないことを確 

y \ かめでください。 

◎ こぼれた好痛はよくふぎ取つでください。 

◎ 綻滋タンクび正しくたットされでしぶいと、 
不蕭义や透单消义の睛因になりまず。 



J 給巧タンク 


を意]給油は魁す消义しでからおこない、スドーブのおくでは總规こ給油レないでくださし V : 

ちえたところで緒溢し、證滋靈びかない（お分な- F ) 場さは、給猫□を閱いたまま、しばらく窒通じなじませでからをかドしでくださし、。 

















® ご使巧中、固定タンクののなミをカシぶなくなると、給ミをランプとアラームで給油のを告をしま 
すので 早め广給油しァ/ドゴ'、 

給ミ由しないで使巧し続けますと、油切れとなり自動消乂し、給油ランプ•運輯ランプの早い 
点滅とアラームでお知らせします。 



給涵费營③ 


趨湖 n 消火 


傘 



給巧表示 
く遐い后,滅） 







'ゾ5 \ 


遲弦ランプ 
〈旱い点滅> 


(((©>}) アラーム 

<ピーピーピー> 


，給油表示 
<卓い点滅> 

ア フーム 
<ピービーピー> 


@なミをびなくなつで消乂した場含は、必す給ミをしでから点乂操巧をおこなつでください。 
給油をしないと再遷輯でぎません。 


め準備 と蹈誌 ; d 



X 


給油タンクや送油管の接含部などから油漏れが^ 
ないか擔認しでください。 

® 油漏れのあるとさは、懐巧を中止し、お買い求めの 
販売おにご相談 < ださい。 


だ原の接続 J 


コン t ント 

100 V 



レ?\注鳥 I 霞源プラグ-コードの発熱-発义を防 
ぐために•- 

雜電源ブラグはコンじントに根元まで確実に善しこん 
ででドさし、 

•霉源は必ず適正配線された華ネ目1 00 V のコンたント 
を使用しでください。 

礫霉源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧、 
他の體気器具とのタコ足配線をしないでください。 


feBl ll ) 確認 .'; ...J 


r 繪排気箇榜続郎の碼詔」 



U 1 0 な ) 



^ r 么注意1 力…テンや燃えやすいをのをおブけ 
ないでください。义がが'発をずるおそれが'あり 
ます。 



ベ:;\ 

しり 


@1 醫告1 給排気筒(管-ホース）び外れたま 

ま使用しないでください。 

がれていると運輯中に排カスび室内に漏れで、 
危険です。 







〔じ給油） 


COMOMA 


遲强糸/巧 


時巧おはようたーブ 


V 渴度翻節八 



麗嚴が梦ン奪揮す 

•運輯ランプび点滅します。 

©予熱が完3すると自劃点义し、選顧ランプは点灯に変わります。 

•着义時、放電言と同時に着义音を発しますか’翼常ではありません。 
® 点义操作から放電（着义）まで室温により多み変化しまずび、 

約3分のそ熱時間びかかります。 

•着火後、約1分で温風びお始めます。 


遺乾停止中に予熱しでおくことにより、点火時間を短縮させる機能です。 


隨を滋度 皇巧滋麼 

。午阔國〇閱日障か 

〇午後 yyii 

厨喊巧約 - ぅ、で气 

离邏 j ( S 凰 I 。ぉゃ抑] 


解陈ずるとさ 


〇妙遠親 


妙遽点义を•-屬濁ず 

©秒遠点义ランプび点滅します。 

砂速点乂ランプび点滅から点灯に変わる（約3分後）と、砂遠 
点义することか’できます。 

•点乂操作後、約15秒で点义します。 

® 妙速点乂を辭除するとさは、ちラ…度轉遠点义キーをがしで、 
妙速点乂ランプを消なさせでください。 

•秒速点义は、12時間たつと自動のに解除されます。 

•砂遠点义ランフカ、’点なしでいるときは、遺靡停止中のみ約 100 W 
の消費霉力びかかります。 

•違嚴厚止巧に秒遠点义ランプび点なしでいるときは、ストーブ 
上面びかし暖かくなります。 

•タイマー違轟にすると秒連点义は自劃のに辭除され、秒速点义 
キーを巧しでち妙速点义ランプは点滅しません。 


■初めてのご使用•シ■—ズン热めの初傻巧時には . 

:•給油タンクをたッドしでがら、 4-^5 分位待うで点义操作をしでください。 

•防鶴巧や塗料などび焼けるため、煙やにおいびおることびあります。しばらくの間、換気をしなびらご使用ください。 
ぶ爆送油経路巧の空気だまりなどにより、1◎で詹义 U ないことびあります。 

このスドーブは、ミス讀义時に再度き動のに点义動作をおこないまずび、それでを慶义しない場ちは、点义撥巧 
を2〜3◎くりかえしでください。 

«外気漏びお<なると、給排気筒の先端から違続的に白煙び出ることがありますび、異常ではありません。 

これは排ガス中に含まれぞいる水巧が凝結じで水霖気になるためで、異當燃焼による白煙ではありません。 




I の淀効度 逝两な麼 M?^] 

。午脑關 oDHl 置巧が 

。午扱网昭巧約夕組 

r 巧叫 rfg ； 11 。ぉゃす句 

1〇檢涩な父!卜國逊拉 I 
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(〇お-油 ) ^ 



温慶調節が參ン卷禪す 

® 温度調節ボタンを押しで霜望の設定温度に含わせでください。 

® ボタンを巧しつブけると、表示は違続しで変わります。 

® ルームサーモ t ンサーじより、設定温度に応じで自動的に乂力び 
のり変わります。 

® ホたットの場台、設定温度は自動のに22でにたットされています。 
® 設定温度は、12でから30でまでの難囲でたットでぎます。 


戀き巧温度表巧は、ルームサーモたシサー筒逛の遍廣を感知しで表示ずるので、お部屋の窥度計とは数値び一致しない 
ことびあります。 













戀巧めで使巧されるときには、たーブ遷範モードに設定されでいます。（たーブボタン点な） 

@逼常還嚴にちどす揚をは、忆ーフ'ボタン（□ックボタン棄用）を巧しで、たーブランプを消なさせでください。 

圍セ^—ブ遷範とは… 

室温か’設定温度まで上昇し、一定温度を保って暖房すると暖かさを感じにくくなります。 

そこで义力（燃焼麗）を周期的に3ント□ールし、室温を微妙に変化させることにより、暖かさを保ちなか’ら 
义力を抑えで効粟のに暖房します。さらに室溫か t 設定漏度より2で上昇すると、自動のに消火(たーブ消火)し、 
設定温度まで下びると自動的に再点火し、室温を調節します。 

最ル义力でち室温か’上昇する場含（気温び高いとき、曰あたりのよい部屋）などは、 iz ™ ブ攫韶をお獲びくだ 
さい。 

©じーブ消义中は、忆…ブランブのみ点’なしでいまず。 

® じーブ獲黯を解除すると、部屋の温度が上昇しでを、靈ル义力で運範しますので養温がかし高めになることがあ 
りまず。 

鐵じ—フ‘遲乾にたットし、躍乾ボタンを押ずと自動のにたーブ邏輯となりまず。 


室漏か’5でが上の場含、設定温度に関係なく最ル义力で燃焼を継続します。 


陋!运逊函 藝内邀麽 

EflIoQfi ) 圏酣 

四 1 R ホなが！ タイマー合な 


鼓巧が滅 


网轉巧約 
'おやずみ 

. ぉ品ラ J 
拽狸ぉ义 ' 




弱邏飄字"-屬摔 

雜弱還敲ランプか’点なし、弱逞輯を開始します。 

® 弱獲嚴中に、設定温度を愛えることはできません。 
(温度調節ボタンを巧すと、アラームとじ oj 表示 
の点滅でお知らせします。） 

雜弱還範を辭陈するとぎは、弱遷韶キーをがしで、 
弱遅敲ランプを消なさせでください。 




® 強燃焼 • 號燃焼とち工場出荷時に燃焼が態を調節しであります。 
® 炎のが態は青いおの中に、いくらかの黄色いを(ホ义)力す混じつ 
ていてち異常ではありません。 


正常臟燒 

溝い巧の中に黄色いおか’混じつでいる 



rmTi 


ぐ ^ 

(〇給湖 j 


時巧おはようたーブ 

®©© 

V 湿庭調節八 ロック 


COjROIMA 


經强入/が 


麗懸がタン證摔帮 

デ胃^養麻喔わります。 
(たーブ還爾中の場含は、じーブランプも消なします。） 

® 消义後は本化の部か’冷却するまで送風を継続し、約6分後に巧流 
巧送風機び停让します。 


©消义操作變は、义び消えでいることを確力、めでください。 

® 外出するとぎは、蚁す消火しで<ださい。 

® 緊急時ながに、ス I ブに強い衝繫をちをで消义したり、麵源プラグを叛いでの消义はしないでください。 









タイマー 


電源プラグをコンじントに差しこん/だとき（ホじツト）、デジタル表示部は卜-で i --1 を表示します。 


垃芭理度 を巧な国 

。午网固：關叛 

◎午を-->,3^ X 


、時分 S はよう 


阁巧巧巧 

广敎予職）广 g 競） 

/ 、 


仁ぉゃずみ、 


巧透な义 I 强遲巧 I 


1. 「瞬計含を J の位置にす覆 

•もり換スイッチを「時計合せ」の位置にしでください。 
參デジタル表示部は、午後 i ，'刀.15なを表示します。 


(例）午前 S 時30分に時刻をちわせる 


〇 3 «,の查弓麽 涅巧图因 

◎午岡••關 H ： i 咖 

网巧巧の タイマ-が 

r 議換) 度? j F ぉゃずみ) 

,〇移透な义 ) 图獨巧 J 


/ N 

じ繪潮一） 


時分おはよう 




い給独） 


轉分おはよう 



2. 聽刻ををわせる 

•時-分ボタンを押しで現在時刻を含わせでください。 

磯ボタンを巧しつブけると、表示は違続しで変わります。 

戀時刻を合わせるとさは、午前•午後をまちが之ないよラを意 
しでください。 


3. I ■瞬計 j の位置にずる 

•切換スイッチを[■時計 J の位置にしでください。 
•時計動がコ□ンか’点滅し、時計劃作を開始します。 


•時刻合わせ 


ホたットの場合、タイマー時刻は自動のに午前 [ 5にに,田にじットされでいます。 


盟定涵度 窒巧涅度 


/mix. ^ / ■ ■— 

午前 I b \ : \ LIIJ ] 


同時巧約 


表み巧換 f 普) 

し JI おはよつ j し、 

〇锁遽点义1|〇弱遲窥 


r 沒イマ■"■含せ J の位置にする 

•の換スイッチを f タイマー含せ」の位置にしでください。 
雜現在時刻の合わせかたと同様にしで請望のタイマー時刻 
に含わせでください。 

•タイマー時刻は、1廈じットすれば霉源ブラグをおいたり、 
\ 厚霉などないかぎり記憶されます。 

變タイマー時刻たット後は、巧換スイッチを必す「時計 J の 
位置に含わせでください。 


タイ7—時刻たット後 


時計 


タイマ. 














隱臟ようタイマーミ 


現在時刻を含ねせでいないと、おはよラタイマー違節はできません。 

遲ぉ k/ が 1•麗転潘タンを禪す 

^ ® 逞韶ランプび点滅します。 


@ストーブ遲疆中は巧す必璧はありません。 


暴 


(〇給油） 


C 0 R 03 MA 


經慰入/の 


時分おはようたーブ 
V 溫麵 i0A X xV 



■^疆ランプ' 
、消な ノ 


2. お(盛ぶ^演タンを禪す 

® おはよラランプび点なし、デジタル表示部にはタイマー時 
刻か t 表示されます。約5秒後に時刻表示に変わります。 

® 合わせた時刻になると、じーブ選韶を開始します。ただし、 
弱還錯中におはよラタイマーじットされた場合は、弱逞韶 
で還髓を開始します。 

® タイマー時刻、設定温度を変えたい場合は、おはよラボタ 
ンを巧す前に変夏しでください。 


獲顔乂/胡 


■おはよラタイマ…の解除 
屬誕が资ン懲挿す 

® おはよラランプカタ肖なし、消义が態になりまず。 


像外お時など、留守中に燃焼を閲始するよラなタイマーむットは、總巧にしないでください。 

爆 タイマ— たット時刻を歷認するときは、の換スイッチを（•タイマー合せ J にしてください。 

•爾源プラグをコンじントから抜いたときや厚题を再適麗したときは、タイマー邏敲はできません。 
再度現在時刻を合わせ、タイマー瞬刻さわせをおこなってください。 





ストーフ>停止巧からのおやすみタイマー選敲はできません。還飯ボタンを巧してから操作しでください t 


0 @度な国密巧な留 

。巧** f ?, 5 K r ,' 谷 1 

。巧扱脚誦夕黑 t 

内巧 H た就 ドぉゃ夕 

(^〇砂巧な义 i 0斑涵技^ 


f - - -N 

(〇 給溢 J ^ 


网巧おはよラ 


毅やす毅卑~懲挿す 

雜おやすみランプび点なします。 

雜]時間後に呂劃消乂し、同時にデジタル表示部は、 
な)。°|,ご,<っとなります。 


■おやすみタイマ…の解險 
おやすみ卒"-卷押す 

(&おやすみランプび消なし、遲輯を継続します。 

® 消义するときは、運乾ボタンを巧しでください。 


〇おや巧 

















おろ様などによるいたずら操作の防让や、誤って還攝ボタンを巧しでち点义しないよラにする機能です。 

ロックがタン舊311揮す 

•停止中に□ックボタン(た…フ'ボタン兼巧)を 
3 秒な内に 3 ◎巧しでください。 
•チャイルド□ツクびじツトされ、デジタル 
表示部びに/いになります 


園チャイルド□ックの解除 

爵慶ロックがタンを3妙が肉に30挿しでくだ送い。 

藝チャイルドロックのたット中は、遲類ボタンを巧しでち点火しません。 




このストーブには巧のよラな安を装置びついでいます。 

すべでのをを装置は、異常び取り除かれてち再度点乂操作をしなければ還範は停止したままです。 



原 因 

処 置 方巾法 ^ 

が震白動消乂装置 
(1 巧1表示） 

地震(震度約 5 上)や強い衝擊を 
受けたときは巧震自動消义装置び 
巧劃して自動的に消乂します。 

地震によって作動した場含、周囲の可燃物、 
機器の損傷、ミ由漏れ、給排気筒の外れなど異常 
びないことを確認しでから再点义しでください。 

(C 

ミ义安全装置 
器焼制御装置 
星] 表示 •巧 巧表示） 

点义 S ス-遗中消乂をしたとぎに 
自動のに消义します。 

•「曰常の点検.ま入れ j ( cy 14〜16ページ） 

をしでから点义操巧をしてください。 

馨処置しでち繰り返しエラー表示力*出るとき 
は、一旦還輯ボタンをけ!}」にしで販売店に 
連絡しでください。 

停電まを装置 

/ 〔作動脖〕 1 i：rn 表示' \ 
〔復帰時〕表示 
または 

\ 亡〕：■匿岂表示/ 

停電や電源プラグびコンたントか 
らおけたときは、すべでの還酷 
を停止します。 

雜遍電後、点义操作をしでください。 

•電源プラグを確認しでください。 

、 

V — 

圍熱防止装漏 

:ををサーモスタット; 

/表示部全消な ^ 
または 

\ mma 表巧 i 

3 

1 

温風空気取入□や温風の出□か’ほ 
こりなどで/ふさか’れたり、ストー 
ブ前面に障害物びあるなどしで本 
体の部か’過熱すると自劃のに消义 
します。 

•温風空気取入□や温風吹お□の掃徐をしで 
から再点乂してください。 （1；：^ 16ぺージ） 

爆処置しでも繰り返しエラー表示が出るとき 
は、一旦違韻ボタンを「切」じして販売店に 
連絡しでください。 

J 






















排気管據け検が装置 
(1 Eu 糜示） 

排気管の接続部か’がれたとさに自動の 
に消义します 

給排気筒および排気管の接続部に、外れ- 
ゆるみがないか礎認しでください。 

排気管抜け検知用リード線び外れたり、 
斷線したときに自勤のに消乂します。 

排気管巧け検巧巧リード線揣寺固定ねじの 
ゆるみまたは、夕が 1 • のれびないか確認し 

で、 だじい。 之窃気□キャップ 

/\{1^ 简輕抜!贿巧巧リード 綴 1 。じ 

過電流 防止 装置 

(15 アンペア） 

(表示部を消な） 

内部配線のショートにより過電流か’流1 
れたとき。 

お買い求めの販売店に修理を依頼しでくだ 
さい。 

室湿翼常上昇防止装置 
, (l£LJ 表示） 

部屋の温度が 50 で]^上になったとき 
じ自動的に消乂します。 

窓をあけ、部屋の換気をしでから、点义 
操作をおこなつでください。 

.. 心 



点検-ま入れは、消义後ストーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコンたントから抜いでおこなつでくださし、。 

•飄気部品の分解や巧蔽記との巧換は總巧にしないでください。 

•燃焼部の分解は總巧にしないでください。 



◎ 「 A ミ主意 I 力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。乂災び発をするおそれがあります。 

雜ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険でず。 

ス I ブはいつも清潔にしでご使巧ください。 

©巧か>漏れでいたり、油のたまり、油のにじみがないか点検しでください。 


® ミを漏れか’ある場台は、お賢い求めの販売店に修理を依頼しでください。 



® I 么酱告1給排気筒(管*ホース)び外れたまま使巧しないでください。 
外れでいると選睹中にがガスび室内に漏れで危険です。 


@1 A 籍告 ] 積雪びをいとさには、給排気筒トップの园りび雪でふさびれたまま使用しないで<ださい。 

ふさがれているときは、除雪しでください。閱そくしでいると、運歸申に排ガスび室のに漏れで危険です。 
® 給排気筒およびトップの同圓に障害物か’置かれでいないか、ときどき点検しでください。 

障善物か‘置いである場台は、移動しでください。 



® 給排気筒か‘つまると、不完全燃焼をおこします。 

シ…ブン初めには必ず点検し、くちび崇をつくつたり異物び入ったりしでいるときは、必ず掃除しでください。 


@給排気筒びつまると不黄ま燃燒をおこします。 


©給排気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるとぎは、排気管の接続部 
内部にはめこんである〇リングか‘破損しでいないか礎かめでくださし、。 

©破損しでいた場さは、お買いなめの販売店に交撥を依賴しで< ださい。 



圍 






























オイルフィルターや固定タンクにがやごみが 1 

たまると、給油タンクに灯油び入つでいでを… Ln 

•炎び瓣んだり、瀑いたりずる 負： ，二し,~ i / 
、 戀点乂しでを猜を消乂ずる ‘I J ノ 

1. オイルつィルタ™疆驟り出寶 

•固定タンクからオイルフィルターを取り化しでください。 

® オイルツイルターを取り出すとき、水やごみを固定タンク 
に落とさないよラを意しでください。 


2. 送れい猿な涵で洗う 

•オイルフイルターの巧の水やごみを取つでからきれいな 
なミ由で洗つでください。 

® ごみび取れにくい場合は、歯ブラシなどを使ラと煙利です。 

•水洗いは絶知にしないでください。 

かで洗ラとな泡び逼過しなくなります。 


オイルフィルター•固定タンクの掃除 



オイルフイルタ- 
'■■'固定タンク 


オイルフイルター 

滅 


ゴムを袋 


'ぎれいな0ミあ 


3. ご额やが證總く 

戀固定タンク巧にたまつでいるごみやかをスボイトなどでお 
いでください。（ストーブの保管時に固定タンク内の巧油 
を抜ぎ巧るとぎち同じ巧までおこなつでください。） 
雜コップなどを固定タンクの上においであくとなミ由をこぼさ 
ないですみます。 



スポイト 

コッブ 


固定タンク 


4. ぷイルつィルタ…卷をットず覆 

® オイルフィルタ…をちとどおりにじットしでください。 

戀 I A > iM ] こ I まれた灯ミをはよくふき取ってください。 

•オイルフィルターおよび固定タンクの掃除をおこなっでを、点义しない•炎力 《 飛んだり、落いたりする•違 
中で消乂する場合は、お買い巧めの販売店に惨還を依顏しでください。 




のぞき窓を外しでふく場含は、なのよラにしでください。 

鐵前パネル（外しかたは、ち下図参照）•ブリルを外し、のぞき窓をとめ 
でいるねじを列•しで、しめらせた巧でふき取つでください。 

® ねじ部は常温になつでから外しでください。 

©もとどおり、巧一に掉じを締めで固定しでください。 

® のぞき窓をがしたときは、パツキンを新品と交換しでください。 

——前パネルのがしかた- 

爆前パネルを固定しでいる左ちのねじ2本を外しでください。 

ち図矢巧のよラに、前パネルのてのほラをま前に引いで、前八‘ネルをが 
しでください。 









戀熱交換器のの部にすすか‘異萬にたまると、不完を燃焼の原因となりまず。 

® 異常燃焼（においがしたり、給が気筒から黒煙か‘出るよラなとさ）力ぐおこった場をには、バーナの点検とあわせで 
熱交換器の点検を、お買いぶめの販売店に巧頼しでください。 





やわらかい齋でみ暮醜る 

©本你や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかい巧で 
ふき取つでください。 

戀しつこい汚れはを控洗剤を俊巧し、十分からぶきしでください。 

©温風吹出□羽振を曲げたり、変形させないよラに注戀しでください。 


フアンフイルターは1避間に1回が上掃除しでください。 

戀フアンフイルターにほこりびたまると、富が大きくなつで温風量びかなくなり暖房出力び低下すると同時に. 
ス I ブ巧の温度が異常に高くなつで、過熱防止装置（を全サーモスタット）が作劃する場合があります。 
巧のを順に したがって、 フアンフイルターをがしで掃除しでください。 

1.還賴權停比 * rs 

雜屬賴を厚止し、巧流フアンか‘止まっていることを確認しでください。 


2. つアンつィル參潑辨帮 




©フアンフイルター上部のとってを持ってま前に弓 I さ上げると外れます C 




.フアンフイルター 
とつで 


\ 



3. 陽ごり邀取〇隊く 

•掃除機などでフアンフイルタ…についたほこりを取り除いでください。 


4. つァ>つィ JI / 變-•潑觀りがけ S 




>フアンフイルターをちとどおりに取りはけでください。 

@フアンフイ ルターを外したままのが態では、絶測こ遲敲しないでください。 


11 ^ 1 ^ 


mmsmmmu 


地震などの災害び発ちし、製品に振劃や衝馨び加わったときは、遅飯前に必すなの点検をおこなってください< 
©給排氛筒周りのがれ、漏れの癒認 

点検で舅常びみつかった場合は、お買いずめの販売店に修理を依顯しでください。 



浸潮閣ご傻用になり褒すと、機器の点検妇夕必蠻です。 

@2シ"™ブンに1回程度、シ…ズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理 
資格着〔(財）日本石ミを燃焼機器保守協含 （TEL 03- %99- 2928) でおこなう技術管理講酱含修3富 （5 油機器按術 
管理±)など〕のいる店までお問い含わせください。 



Hi ! 

長年ご使用の密閱式石細ストープの点検をぜひ！ 


ご使用中止 


こんな症状は 
ありませんか 

鐵巧ちれがする。 

©強いにおいびする。 

©遺颠中に巽常な音か’する。 

鑛その他の異常や故障びある。 

► 

故障や摹故の防止のため必す 
販売店にご屬絡ください。 
点検-修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 
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標高調藝びされでいなし、 




標高調藝をおこなつでください。 

([^工事説明書「富地または延長配管 
で使巧の場含 j ) X 


室温異幫上昇防止装麗のた動 


窓をあけ、部屋の換気をする 


排気管あけ検知装置の作動 


4 


排気管の接続部およびが気管巧け検知 
巧リード線の接続部の外れを点検し、 
がれでいたら正しく接続ずる X 


給気ホースびがれでいる 


償黃に接続する 


E ?. け 


不良な油を傍巧しでいる 


化け 


良質のなミをと入れかえる 


電源コードの斷線-ヒューズの落斷 


聖源〕ードブリント配線板を交換する X 


フアンフイルターか‘ 
ほこりでつまつでいる 


フアンフィルターの掃隙をする 


16 


過熱防止装置 
びが罰した 


温風吹お□びふさがれ 
でいる 


障幫物を取り除< 


13 


給が気筒の巧端か’おおわれでいる 


おおっているちのを取り除く 


4 


が気管の接続部にスキマびあるまには、 
パッキンが破損している 


排気管の接続箇所び圧しく取り付けら 
れでいるか点検する 
パッキンび破損しでいたら交換する X 


強い地露があったまたは、ストーフじ 
觀擊をちえた 


巧 


r 地震などの災害び発をしたときの点検 j 
の点検項目を確認し、還雜ボタンを巧 
しなおし、再点义する X 


13 

16 


が気管の配管が長すぎる 




I 


延長 3 m 、 曲がり3箇所な下にする 
ただし、標高800 m な上の昌地では、 
延長 2 m 、 巧びり3窗所下にする※ 


違絡パイプの袋ナツトび締まつでし、なし、 


締め直す 


給油タンクに巧逆びなし、 


給;'おする 


厚電巧である 


逼電されるまで待つ 


13 


電源ブラブびコンたントに差しこまれ 
でいない 


コンたントに確莫に差しこむ 


f 衰示 


參巧の表にちとつ'いて、ちラー度お確かめください。 

爆処置ちまで※巧の項目や、処置ちまにより処置しでち良くならないとさは、お買いホめの販売店にご相談ください。 


おが気筒の先端から違続的に白煙び出る。 


使描中にとさどを「ポコ-ポコ J といラ音か 
する。 


給;'をタンクから固定タンクのちにな';おか’流化するとさの音で異萬ではありま 

せん。 _ 

外気温び巧くなると、排ガス中に含まれでいる水分び凝結しで水蒸気じなる 
ためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


点火ブラヴ.フレーム□ッド-バーナヘッド 
びホ、なる。 

おの中に黄色いおび混じる。 


消义しでち温風が出でいる。 


点火しでちすぐ温風び出ない。 


燃焼開始時や消火後に「ピチ-ピチ J といラ 
音びする。 


本体内部か’熱により膨張、収縮するためです。異萬ではありません。 

不快な;ち風を出さないためで、本体の部び暖まると温風び自動的に吹きおで 
きます。 

本化の部び;を卸するまで送風を継続します。_______ 

がに熱せられで巧熱するためです。 

異常ではありません。_ _ 

異清ではありません。 


すぐに点义しない。 


扫油ガス化ちすのため、予熱時間が約3分必要です。 
(予熱時間は室温により多少変化します。） 


巧めで使巧するときや、シーズン初めの巧使 
巧時に1◎で着义しない。 


耐熱塗料やほこりなどび焼けるためでず。しばらく窓をあけで換気しでくだ 

さい。 _ 

固定タンクにな油びみたされるまで4〜5分位待つで点义操巧をしでくださ 
い。送油経路内の空気だまりなどにより、1回で着义しないことか‘あります。 
2〜3回点义操おをくりかえしでください。 


初めで使巧するとき、煙やにおいびおる。 


なのよラな現象(ま故隠ではあり繁せん。 

翁修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


においびする 


ホ义で燃をる 


燃焼時 


点义時•消义時 





6与-こ 





















































































不完をな修理、調璧は危摸ですので、部品の交換、調整力み必要な場合には、お質い求めの販売店 
又は、修攫資格者〔(財)曰本5油燃焼機器保守協をでおこなラ技術管理講碧含修了者 (5 油機器技術管禮±) 
など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は3 0玄織歴 aia とご指定ください。 



おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの煩を参照し、なの費頒でま入れをおこない保管しでくださし、。 

1. 雲源プラグをコンたントから總いでください。 

91 A 注意 j 長期間使巧しないときは、聲源プラグを抜いでください。 


2. 給泡タンクと固患タンク拘のな湖をずべで漁養驟つでください。 （齒 5 ページ） 

微かやごみなどを残したまま保管しますと、さびや巧あきの原因になります。 

3. フアンフィルターの掃險をしでください。 （屈^ 16ぺ ージ） 

んタイルフィルタ…の專入れをしでください。15ぺージ） 

5. 濟:你のごみや像こりを取つでください。 

鐵掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•礙惊をしめらせた巧で汚れを落しでから、からぶ磬しでください。 （原 M 6 ぺージ） 

7.ストーブは据がけた致泉保管しでください。 

® 温風の出□や背面のフアンフィルターにほこりなどか’たまらないよラカノ'*:一などをかけでください。 

® どラしでち取り夕もしで保管されるとぎは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラに保管しでく 
ださい。 

® なシ…ズンに据なけをおこなラとぎには、必すお買いずめの販売店に依頼しでください。 

爆取扱説明書ち大祝に保管レでください 。 U 




















型なの呼び 

FF - G 386 Y (薑本型な FF - G 380 Y ) 

FF - GS 0 ち数薑本型す FF - G 500 Y ) 

穫 類 

気化す-強制給排気お-強制な流开ミ 

点义 ちす 

高圧放電点义な 

使 南 燃 料 

巧;'巧 （ JIS 3 号な油） 

燃料消費壁 

€=sj 一.！ — 

取天 

0.431 L/h 

0.561 L/h 

最ル 

0.167 L/h 

0.167しル 

祭熱擊(入力) 

最大 

15,960 kJ/h 

20,780 kJ/h 

最ル 

6,190 kJ/h 

6,190 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最ル 

86.6 % 

暖房出力 

煎ス： 

3.84 kW 

5.00 kW 

最ル 

1.49 kW 1-49 kW 


目. 0 し 

標華適窒 

温暖地 

木 造 16.5 がり0冒)まで 

コンクリ—卜 23.0 が (14 置)まで 

木 造 21.5 mf (13 置)まで 

コンクリート 29. 5が (18 畳)まで 

馨お地 

木 造 16.5 が (10 賢)まで 

コンクリート 26.5 が (16 置)まで 

木 造 21. 5が (13 畳)まで 

コンクリ…卜 34.5 がに1暨)まで 

夕お寸遼 

高さ480 mm 幅690 mm 奥巧31 0 mm (置台を含む） 

質 置 

20.5 kg 

電源霉氏および屆波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時最大650/650 W 燃焼時19/23 W 

点义時最大650/650 W 燃焼時23/28 W 

待機時消費電力 

1.2 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-1 A 

給排気筒の呼び径 

D 40 

遅 憩 音 

35 d 巳（最大燃焼時)/22 dB (最小燃焼時） 

37 d 巨（最大燃焼時)/22 dB (最ル燃焼時） 

給が気筒の璧震逼部のな径 

¢>75 mm 〜ホ65 mm 

排 気 温 度 

260,m 下 

電流ヒユーズ 

15 A 

まを 装置 

巧麗有勸消义装置 • 点义まを装置 • 燃焼制御装置 • 厚電る全装置 • 過熱防止装置(ををサーモスタット） 

その他の装置 

排気管抜けお知装置-過電流防止装置-室温異常上昇防止装置 

巧 属 品 

給排気筒たット 1 •エ羣説明書 1 •置台 1 ■取扱説明馨 1 -スポイト！ 


標準適室は、社固法人•曰本ガス5;'宙機器工業含の貨定薑拳によります。 


がお寸法図つ 

































































































® このコ□ナお聞す 6 油ストーブには保証藝びついでいます。[お買いあげ曰•販売店各 J などの記入をお確かめのラえ、販売店か 
らお受けとりになり、大切に保管しでください。 

® 保証期間はお買いあげいただいた白から1年間です。（燃焼部分は3年間） 

® 巧のような原因によるお障および辜故につきましでは、保旨正のミす象になりませんのでを意しでください。 

◎愛質な;曲や不純巧';由など、またな油)^がの燃料使巧による故障や雲故。 

◎誤った使巧方法によるが障や擊巧。_ イ 

® 本塑の「が障•異常の見分けちと処麗ちま J 17ぺ…ジ）の項にがっで調べでち良くならないときは、擧源ブラグを抜いで 

お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご違絡ください。 

©ご逼絡いたださたい巧客は巧の適りです。 

© 品ち 

◎ 聖すの呼び 

◎ ご住所-ご巧ち-お®話番导 
◎ お質いあげ曰 

◎巧際がミ兄（でさるだけ臭体的に） 

® 修理に際しでは、保証書をご提示ください。保甜期間中であれば保征盡の規定にがっで無料修摆させでいただきます。 

® ご不おな点や修理に関するごホ目談は、お買いホめの販売店かおあくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い台わせください。_ 

匪 保証期間が過ぎているとをは 

◎お買いおめの販売店にご相談ください。修理によって憧语できる製品につし、ではお客様のご要望により有料修理し、たします。 

圆 補修用性能部品の保有期間 

©5 油ストーブの補修巧性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造なちのり後7巧です。 

a 修理にをされるとき I ま鶴.坂培簿謂霞.を苗兹鐵雙裙聲藍證顯?豐璧變盤 

感输送時や選搬時に給油タジク-固をタンク巧に巧ミ由び猿ったままですと、傾きや振動でな'逆がこぼれることがありますので、 
__必ず抜き取っでください。 _ _ _ _ _ イ 














据巧けや移設工事は販売おまたは設置業着に依頼しで、お客様ご自身ではおこなねないでください。 




〈給排気筒の正面〉 


45011(上 45抓な上 i 数? 

^-^ ^- * 戦 




据巧けについでは、火災予防条例、電気設備に関する按術薑華などまちの畐華か’あります。 

エ雲説明書の r 特にミ主意しでいただきたいこと（ををのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店または 
据巧け業者とよくご相談ください。 

また、 r 標準据巧け例 j についでは、下図を参照しでください。 



60饥む上 


据巧けび終わりましたら、ちラー度、工事説明書の「特にミ主意しでいただきたいこと（安をのために必す 
お守りください) J をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおりおがけられでいるか確認しでく 
ださい。 


積雪び多い地方では、積雪時に給排気筒か‘雪でふさびれないよラな取付揚所を選定しでください。 
また、風力すよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い化んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


給排気筒を延長する場含は、 


3曲びりが下で取り寸けられる場所を遵定しでください。 









試遷輯は、販売庭または据巧け業蓄とごいつしよに必ずおこなつでください。 


(詳しくは7〜8ページ） 

1•繪泡タンクにな油 ( J に1着巧勉)を繪涵しでください。 


2. 高地で懐招される場音は、を绩び覆薄なため調證が必費とな0ます。 

(詳しくは、工事説明霧の地または延長配管で俊巧の場^を参照しでください。） 


•ストーブの置台の上や送油管の撥続部に、油のたま0や溢漏れが'ないか確かめでください。 


4. 霞 源プラグをコンむントに黨しこんでくだをい。 

變[么を意]擊源プラグは、コンたントに根丹まで擴実に差しこんでください。 




戀遷敲ランプが t 点滅し、約3分後に点义します。 

錫点义後約1分で巧流用送風機び◎り温風び出ます。 


H 初めて使用ずるとをは ••• 

耐熱塗料などが焼けて煙とにおい力巧:}ることか‘あります。窓をあけで部屋の換気をしてください。 


2. 還敲ボタンを狎しで、消义しでください。 

•逼歷ランプか7肖なし、約6分後に燃焼巧送風機-巧流巧送風機び止まります。 


週巧入/の 
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修理サービスや製品についでのごす目談は機稽ちをご確認の上、 
お質いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご題居やご贈営品などでお困りの場含は、下記のおをくの窓□にご相談く 
ださい。 

谷妳、所在地、電話番号は、変更する場合びありますのでご3凉ください。 


錐アフターサービスのお問いをわせは下記へどうぞ 


化ミ每道.留森驛’秋田県.這手県のお客様は盤寄のサービス 
センターへ直接おかけください。 
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